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要 旨

コ ミュニケーション障がいとは,言 語能力がいち じるしく低 い状態を指す.聴 覚障がいや音声･言 語障が

い,失 語症,発 達障がい,認 知症などが該当する.万 人に開かれているはずの生涯学習施設において も,こ

れまでは,こ の障がいを持っ人に学習機会を保障するてだてがなかった.DAISYは 再生時に音声が聞こえ,

同時に文章が表記 されて読み上げたところの色が変わ り,絵 や写真の挿入 も可能なIT技 術である.新 しい

展示解説のため,DAISYで 試作 した絵本を失語症者 に視聴 してもらうと,失 語症者21名 の内,15名 が理解

した.し か し機械的な人工音声 に違和感を覚えた失語症者がいた.今 後は失語症者以外のコ ミュニケーショ

ン障がい者に広 く協力を仰 ぎ,使 いやす く,健 常者に も違和感のない展示解説技術に していく必要がある.

この試みはユニバーサル･ミ ュージアムの実現に広 く生かすことができ,ユ ニバーサル社会実現 に向けた社

会実験 ともなる.
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は じめ に

コ ミュニケーション障がいとは,他 の能力に比べて言

語能力がいちじるしく低い状態を指す.従 来は聴覚障が

いや音声･言 語障がいが該当するとされたが,現 在では

これに加えて脳卒中や脳損傷による失語症(た とえば福

迫,1987;竹 内,1995),発 達障がい(児 童生徒の発達

障がいについては文部科学省,2004),認 知症などが該

当するとされる.社 会生活には欠かせない言葉とコミュ

ニケーション行動の障がいであるため,当 事者は日常生

活にさまざまな不利益を こうむる.

コ ミュニ ケー シ ョン障が い者 が こうむる不 利益 のひ と

っ に,生 涯 学習 の機会 喪失 があ げ られ る.社 会人,中 で

も高齢者 は生涯学習 に励 もうとす る例が 多 く,コ ミュニ

ケー ション障が い者 も例外 ではな い.し か し,こ の障が

いのために文献や書籍 を理解 で きなか った り,短 い文章

で あ って も理解 しに くか った りす る.そ のため に学習機

会 を失 うので ある.こ れ は,ま だ コ ミュニケ ー ション行

動が うま くとれ ない幼 児 と共 に,今 後,生 涯 学習施設 が

取 り組 むべ きコ ミュニ ケー シ ョン･リ テ ラシーの重要 な

課題 であ る.

博 物館 や美術館,図 書館 には,ユ ニバ ーサル･ミ ュー
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ジアム(広 瀬,2007;2012;三 谷,2007;2011b)と 呼 ば

れ る動 きがあ る.ユ ニバ ーサル･ミ ュー ジアムとは,こ

れ ら生涯学 習施設 にユニバ ーサル･デ ザイ ンの理念(付

記 にあ るユ ニバ ーサルデ ザイ ン･コ ンソー シアムのホー

ムペー ジを参照)を 取 り込ん だ もので あ る.従 来,ユ ニ

バ ーサル･ミ ュー ジアムを模索 して生涯学 習施設が工 夫

して きたの は,視 覚 障が い者 や聴 覚障 がい者 へ の接遇 の

あ り方,肢 体不 自由者 へ の通行 の保障,外 国人 や高齢者

へ の接遇 や高齢者 ボ ラ ンテ ィア と施設 のあ り方(日 本博

物館協会(編),2005;2006a;2006b;2006c;米 田,2007)

で あ った.こ の対応 によ って,そ の配慮 がなか った時 に

比べ,身 体障が い者 や外国人,高 齢者 な どは格段 に施設

が利用 しやす くな った.

一 方
,接 遇や展示解 説 などで コ ミュニケ ーシ ョンを と

る際 には,こ れ まで言葉 その ものを問題 にす る事(三 谷,

2011a;b)が 少 なか った.施 設 の問題 とい うよ り,担 当

者個人の問題 と認識 されて いた もの と思 われ る.現 実 に,

言 葉,す なわ ち コ ミュニケー シ ョンのあ り方 は多様 であ

る.使 用 可能言語 が異 な る場合(日 本博物 館協会(編),

2006c;三 谷,2008)に も困難 が生 じるが,コ ミュニケー

ション障が い者が生涯 学習施設 を,コ ミュニ ケー ショ ン

障が い者 以外 の人 と混 じって利用 しよ うとい う場合 は,

異 質 な困難が生 じる.生 涯学習施 設 には,学 習意欲 の高

いコ ミュニケー ショ ン障が い者 に対応す る方法 の開 発が

望 まれて いる.

三 谷(2011a;b)は,失 語 症者 の言語 リハ ビリテーシ ョ

ンで用 い られ る方法 を応用 して,コ ミュニ ケー ション障

が い者 に も読 みやすい展示解説 の文章表現 を工夫 して き

た.し か し,そ うして工夫 した文 章 は コ ミュニケー シ ョ

ン障 がい者以外 には読 み に くく,一 般 の来 館者が コ ミュ

ニケー シ ョン障が い者 と共 に読 む スタイルの文章 にはな

らなか った(三 谷,2011b).本 研 究 で は,こ れ まで工

夫 して きた文章表現技 術 に加 えて,一 般 に もな じみやす

いDAISY(河 村,2011)と い うIT技 術 を展示解 説 に応

用す る方 法を探 った.具 体的 に は,コ ミュニ ケー ショ ン

障が い者 にわか りや すい ビジュアル表現(三 谷,2008;

2011b)の 豊 か な絵 本 をDAISYで 作 成 し,失 語症者 に視

聴 して もら って,DAISYに した時 の文 章表 現 のわ か り

やす さや視聴 の しやす さを調 べたので,結 果を こ こに報

告す る.合 わせ て,障 が い者 な ど社会 的な少数者が持 ち

得 た特質 をユ ニバ ーサル･ミ ュー ジアムに生 かす ことの

意味 を考 察す る.

方 法

DAIDYと は何 か?

DAISY(DigitalAccessibleInformationSystem)

と は,紙 媒 体 に印刷 した書籍 や印刷物 が読 み に くい人に

対 して,読 み に くさを克服 し,読 みやす くす るために試

行 されて い る国際 規格 であ る(河 村,2011).日 本 で は

お もに視覚 障が い者 を想定 して試 行 されて きたが,現 在

で は学習 障が いの一種 とされ るデ ス レク シア(難 読症,

識 字障 がい)の 人 や高 機能 自閉症者,パ ーキ ンソ ン病 な

どの病気 や薬 の副作 用 のあ る人,ADHD(注 意 欠陥/

多 動性 障害)な どで集 中 して出版物 を読 む ことが困難 な

人,さ らに は幻覚 や幻 聴が あ って混乱 しやすい人や,本

を持 って読 む ことが難 しい紙 ア レル ギーの人,麻 痺 のあ

る人,手 話 を第一言語 とす る人,聴 覚 トレーニ ングを必

要 とす る難 聴者 の読書 を助 け る技 術(河 村,2011)と し

て注 目されて い る.DAISY規 格 の文章 で は再生 時 に音

声が聞 こえ,同 時 にス ク リー ンに文章が表記 されて読 み

上 げた ところの色 が変 わ る.さ らにマルチ メデ ィアに対

応 したDAISYで は,絵 や写 真 な どの ビ ジュアル情報 を

挿入 で きる.

この技術 を使 って,コ ミュニケー ション障がい者 にとっ

て の 〈読 みやす さ/読 み に くさ〉を客観 的に知 るために

絵本を素材 に してDAISY版 教 材 を作成 し,コ ミュニケー

ション障が い者 に視聴 して もらった.

DAISYの 作 成 と再 生 に使用 した ソフ トウ ェア

DAISYは,MicrosoftWindowsXPコ ン ピュ ー タ

上 で動 くMicrosoftWord2007に,addinソ フ トと して

SaveasDAISYTranslator2.1.1.0日 本 語 版 を イ ンス

トール し,Word文 書 をDAISYに 変 換 して作 成 した(マ

イク ロソ フ ト株式 会社･特 定 非営 利活動 法人 支 援技術

開発機構,2010:付 記 の(財)日 本障害者 リハ ビ リテー シ ョ

ン協 会DAISY研 究 セ ンターの ホー ムペ ー ジにイ ンター

ネ ッ ト･ア ドレスが あ る).再 生 に はAMIS3.1日 本 語

版 を使 った(AMIS3.1日 本 語版 の ダウ ンロー ドは,付

記 にあ るATDOの ホ ー ムペー ジを見 よ).音 声 合 成 エ ン

ジ ンには ク リエー トシステム開発株式会社 の ドキュメ ン

トトーカ 日本語音声 合成 エ ンジンを使用 した(音 声合成

エ ンジンの入手方法 は,付 記 にあ るマイ クロソフ ト株式

会社 のホ ームペー ジを見 よ).

DAISY版 『くん くん くん おい しそう』 の視聴

コ ミュニ ケー シ ョン障が い者 と して失語症 友 の会｢む

っ み会｣(明 石 市)に 協 力 を仰 ぎ,マ ルチ メデ ィア版 の

DAISY規 格 に直 した絵本 を視 聴 して も らい,対 面 で感

想 を得 た.視 聴 は,2012年6月6日,明 石 公園内 の兵庫

県立花 と緑 の まちづ くりセ ンター内会議室 で行 った.失

語症 当事者(男15名,女6名,平 均65.24歳)と 介助者

(家族)6名,言 語聴覚 士1名,合 計28名 の 参加 があ った.

音 声 には成 人女性 の合 成音声｢け いこ｣を 使 用 した.

絵 本 に は｢く ん くん くん お い しそ う』(阿 部,1994)

を 選 んだ.こ の絵本 は画家 であ る阿部知 暁氏 の絵 と文章



で構成 されて お り,絵 本で あ るた め,も ともと ビジュァ

ルの要素 が強 く,コ ミュニケー シ ョン障がい者 に も理解

しや すい作 りにな ってい た.さ らに,こ の絵本 は霊長類

学 の研究者 と して三 谷 自身が コンゴ共和 国で行 った｢ン

ドキ の森｣(現 ヌアバ レ=ン ドキ国立公園)(三 谷,1996)

の 調 査 に題 材 を取 った もので,こ れ まで コンゴ共和 国の

調査 や ゴ リラの行動 にっ いて語 る機会 の多 か った｢む っ

み会｣の 会員 には,親 しみが持て る題材で あると思 えた.

こ の絵 本の文章 は平 仮名 のみで書か れ,漢 字 は使 われ

て いない.さ らに文章 は分か ち書 きされていた.コ ミュ

ニケーション障がい者 には仮名が読みにくい人がいるこ

と(三 谷,2011b;平 仮名･片 仮名など失語症者 にとっ

ての仮名全般の持っ リハ ビリテーション医学的な意味に

っいては竹内,1995を 参照)を 考慮 して,DAISY版 を

作る際には原文のとお り平仮名書 き･分 かち書きしたも

のと,漢 字 に直 した上で分かち書 きしたものの2種 類を

用意 した.

絵本をDAISYに する際は,絵 本の雰囲気を生かすた

めに,ビ ジュアル表現を通常よりも大 きく扱 った.そ の

ため,実 際に絵本を見ているような感覚を与え,参 加者

図1絵 本 『くん くん くん お い しそ う』 か らDAISYで 作 った

イ メ ー ジ.左 に 目 次 が あ り,任 意 の 目次 へ 飛 ぶ 事 が で き

る.絵 の下 に は｢ゴ リ ラ は よ い し ょ と/き に の ぼ り

/む し ゃ む し ゃ む し ゃ と/く だ もの を た べ は じめ

ま した./『 うん,お い しい!』｣と い う文 章 が あ る.

図2絵 本 『くんくん くん おい しそう｣の 文章を漢字に直し

て作ったDAISYの イメージ.絵 の下の文章 は｢ゴ リラは

よいしょと/木 に 上 り/む しゃ む しゃ む しゃと

/果 物を 食べ始めました./｢う ん,美 味 しい!』｣と

漢字に直 してある.失 語症読者の利便を考えて,一 部,

常 用漢字以外の漢字用法も使用 した.

図3原 文 の文 字 の イ メ ー ジ.す べ て 仮 名 だ け で書 か れ て い る.

読 み に くさ に配 慮 して,分 か ち書 き され て い る.

図4原 文の仮名を漢字に変換 したイメージ.コ ミュニケーショ

ン障がい者にとっての読みにくさは大いに軽減されてい

るが,分 かち書きは,そ のまま残 した.失 語症読者の利

便を考えて,一 部,常 用漢字以外の漢字用法も使用 した.



の興味を引いた.参 考のために図1,図2に 作成 した

DAISYの イメージを,図3,図4に 作成 した文章 のイ

メージを,そ れぞれその代表的な一部を選んで示す.

さらにDAISY版 の文章 を補助す るものとして,平 仮

名書 き･分 かち書 きした ものと,そ れを漢字 に直 したも

のの印刷物もそれぞれ20部 用意 し,視 聴の際にはどちら

で も読みやすい方を参照 してもらった.

絵本 『くん くんくん おいしそう｣は｢年 中向け｣と

なっているが,平 仮名の読めるようになった幼稚園児か

ら小学校低学年までの子どもを対象にしており,文 章 は

高齢者の多い｢む っみ会｣会 員には幼稚すぎる懸念があっ

た.し か し,内 容は果樹と果実食性哺乳類の共進化を題

材にしており,科 学的には高度である.共 進化というな

じみのない概念にっいては,視 聴の際に三谷か ら解説を

加えた.

結 果

DAISY版 の平仮名･分 かち書 きで書 き下 したものと,

それを漢字に直 したものの視聴では,漢 字 に直 したもの

を視聴 した時に内容 に対する質問が集中し,平 仮名･分

かち書 きで書き下 したものには質問がなかった.平 仮名･

分かち書 きしたものと,そ れを漢字に直 したものの印刷

物は,平 仮名･分 かち書きした原文を選んだ人は9名,

漢字に直 した ものを選んだ人は14名 いた.印 刷物を選ん

だのが当事者であったのか,介 助者や言語聴覚士であっ

たのかは,当 事者 と介助者や言語聴覚士の選択に区別が

っかなかったので,判 断で きなかった.

対面で感想を聞 くと,DAISY版｢く ん くん くん お

いしそう』の内容は失語症当事者の多 くにおおむね伝わっ

ていたが,DAISYに よる当事者本人 の言語理解と,介

助者を通 じての理解が混在 していた.失 語症当事者が単

独でいる場合は,症 状が重いか軽 いか といった失語の程

度や,脳 のどこにダメージを負 った失語かによって当事

者の理解の程度や理解 した内容 は違った可能性がある.

当事者21名 の内,絵 本の内容を理解で きなかったとした

人が5名 いた.純 粋語聾(広 義の聴覚失認)(武 石,1995;

田中,1992)の 失語症者が1名 おり,DAISY版 補助のた

めに配 った印刷物で内容は理解 していたが,人 工音声 は

聞き取れず,意 見を求める質問 もうまく伝わ らなかった.

視聴終了後,自 由に意見を求めた際には,比 較的程度が

軽い失語症当事者か ら,｢コ ンピュータの人工音声には

違和感を覚えるので,DAISYに は人の肉声を録音 して

使ってほ しい｣と 希望があった.当 事者に違和感を与え

た原因が,DAISY版 の絵本 という普段の言語 リハ ビリ

テーションにはなじみのないものの視聴であったためか,

それ ともコンピュータの人工音声が人の音声と質的に異

なることに反応 して,当 事者に違和感を与えたのかは判

断で きなか った.私 目身 の肉声 による説 明に は,失 語症

当事者 を含 む参加 者 の多 くか ら｢楽 しか った｣｢お も し

ろか った｣と い うポ ジテ ィブな反応が あ った.

考 察

絵本 の文 章は コ ミュニケー シ ョン障が い者 に

視聴 しやすか ったのか?

三 谷(2011b)は,コ ミュニケー ション障 がい者 に理

解 しやすい文章表現 を,以 下 の3点 にま とめた.① ル ビ

は漢字全部 に振 ってあ る方 がよいが,ル ビと本文が混乱

す る こと た とえ ば｢竹 が んむ り｣と｢｢ケ 』｢ケ 』 と

い うル ビ｣の 混 乱 など は避 ける.② で きるだ け短 い

文章 にす る.③ 文章 は3,4行 ご とに空行 を入れ る とわ

か りやすい.ま た,コ ミュニケ ー ション障がい者 自身 の

意見 として,分 か ち書 きや ビジュアル表現 があ ると理解

しやす い こ とを紹 介 した(三 谷,2011b).さ らに仮 名

だ けで書 いた文章 で はわか らない人が いるため,適 度 な

漢字 の使 用 は失語症者 の一部 に とって望 ま しい(竹 内,

1995).漢 字 の使 用 は意 味 のま とま りが は っき りす るた

め,ち ょうど分か ち書 きと同 じような効果 があ る.

た だ し,一 口に コ ミュニケー シ ョン障 がい者 とい って

も,な ぜ読 め ないのか,な ぜ書 けな いのか とい うメ カニ

ズムはさ まざまで あ り,〈 読 めな い･書 けない〉 とい っ

た現象面 だ けを捉 えて対症療法 的な方策 を試 みて は本質

を 見失 う.今 回 の失語 症者 によ る視聴 だけで も,症 状 が

重 いか軽 いか とい った失語 の程 度や,脳 の どこに ダメー

ジを負 った失語か によ って 当事者 の理解 の程 度や理解 し

た 内容 が違 う可能性 が あった.ま た,ま った く理解 で き

なか った とす る意 見 もあった.さ らに,一 般 的 に絵本 は

子 ど も向 けに作成 されて いるため,幼 稚 な表 現で あ った

り,成 人 の興味 とはテ ーマがずれて いた り して,そ のま

まで は成人 の コ ミュニ ケー シ ョン障が い者 に は適切 でな

し㌔

しか し,短 い文章 で表現 してあ り,ペ ー ジ当 た りの行

数 も少 な く,分 か ち書 きされ,絵 本で あるため に ビジュ

アル表現 が きわ めて豊 富で あ る.そ のため,平 仮名 で書

か れた文章 を漢字 に直 せば,そ の まま三谷(2011b)の

あ げた コ ミュニケー シ ョン障が い者 に適 した文章表現 の

条件 に合 致す る.現 実 の展示解説 で は展示 自体が ビジュ

アルな表 現物 で あ り,か な らず しもDAISYに ビ ジュア

ル表現 は入 れ な くて もよいが,ユ ニバ ーサル･ミ ュー ジ

アムの展 示解説 を試行 的 に表 すため には,絵 本 のよ うな

絵 と短 い文章 を組 み合 わせ たス タイルは,コ ミュニケー

シ ョン障が い者 の多 くに適 した例 と見 なす ことがで きる.



磁気情報端末とコミュニケーション障がい者

DAISYは,視 覚障がい者を中心 とした｢見 えな くて

も書籍が読みたい｣と いう要求に応え,か っ一般の人に

も便利なIT技 術 として開発 されてきた(河 村,2011).

これは一般の人に違和感がなく,視 覚障がい者以外の障

がい者にも利用可能なものである事を示 している.現 実

に河村(2011)は,本 稿方法のrDAIDYと は何か?｣

にあるような多様なDAISYの 適応例をあげている.た

だ,今 回の視聴では参加者はコンピュータの操作はせず,

スク リー ンに映 し出されたDAISYの 出力画面 だけを見

ていたが,現 実の生涯学習施設では,DAISYの 利用 に

おいて来館者自身がモバイル型の展示解説端末を操作 し

なければいけないかもしれない.

一般の磁気情報端末は活字の大きさが自由に調節で き,

画面の配色･コ ントラス トを任意 に変更することは容易

である.ま た音量や読み上げる速度,複 数の音声(男 性

声,女 性声など)の 変更 も可能である(通 商産業省,2000).

そのため,障 がい者 との潜在的な親和性は高いものと思

える.

一方,障 がい者にとって磁気情報端末の使用には問題

も考えられる.ロ ーマ字のみならず平仮名 も分か りに く

いコ ミュニケーション障がい者には,キ ーボー ド形式の

タッチパ ネルは使いにくい,あ るいは使えない(竹 内,

1995;田 中昌明と田中加代子[ト ークゆうゆう,三 田市],

私信).さ らに失語症者には多 くの人に麻痺があるため,

ポータブルであって も持ち運びや両手での操作は難 しい.

したがって,タ ッチパネルをキーボー ド形式で入力する

方式は避 けるべ きである.た とえば大 きく描いた3っ 程

度のボタンか らその人に適 したひとっを選択すれば目的

のDAISYの 解説が立 ち上が り,画 面の配色･コ ントラ

ス ト,音 量やスピー ドなどを簡単 に調節できるなら,使

いやすいものになるかもしれない.現 実の使用に当たっ

ては,モ バイル型のポータブルな展示解説端末と据え置

き型の大型端末の併用を検討するべきだろう.

もう一点は人工音声が適切かどうかという問題である.

視聴 した失語症者が指摘 しているように,理 由は不明だ

が,人 工音声は不適切である可能性がある.視 覚障がい

者に多 く利用されているDAISYは,磁 気オーディオテー

プに代わる録音技術 として,現 在でも人の朗読ボランティ

アが書籍を朗読 し,そ れをデジタル録音 してコンピュー

タ上で作成 している.し か し,生 涯学習施設で展示解説

することを考えると,人 の朗読 というプロセスを入れる

ことには難 しさが予想できる.っ まり,人 の朗読には一

定の訓練 と時間が必要だ し,デ ジタル録音 した人の声 と

入力 した文章の同期など専用 ソフ トウェアの取 り扱いに

も一定の習熟が必要であることを考慮 しておかなければ

いけない.こ の報告で試みたような人工音声であれば,

解説の変更個所をどんどん入力 し直 し,制 作 した文章か

ら即座 に人工音声 を合成で きるのだか ら,変 更 は容易 で

あ る.人 の朗読 した文 章 を録音 した場合 と人工音声 を使

用 した場 合のわか りやす さの比較 は,こ れか らの重要 な

検討課題 であ る.

ユ ニバ ーサル社会 の実 験 と しての

ユ ニバ ーサル･ミ ュー ジアム

ユニバ ーサル社 会(た とえば兵 庫県,2005;国 土 交通

省,2005)と は,す べて の人 に とって暮 ら しやす い,ユ

ニバ ーサル･デ ザイ ンの考 え方 で作 られた社 会 をい う.

当 然 の ことなが ら,そ こに暮 らす人 はさまざ まな特徴 を

持 ってい る.た とえば,視 覚 障が い者 は｢触 覚で世界 を

見 る｣と い う視覚 障が い者 でな けれ ば感 じる事 の難 しい

鋭敏 な指先 の感覚 を生 か して,学 ぼ う として いる.そ の

よ うな態度 を｢手 学問｣(広 瀬,2012)と 呼 んで積極 的

に評価 す る動 きが あ る.ま た聴覚 障が い者 で も,ろ う者

は視覚刺激 を憶 え る能 力が聴者 に くらべ て数 段高 い(正

高,2006).こ れ は音声 言語 で はな く手話 とい う視覚言

語で コ ミュニケー ションを行 うろ う者 に とっては,元 来,

必 要 な ことで ある.し か し,こ の視覚刺激 を憶え る能力

が高 い とい う こと も,ろ う者以 外 には伝 わ りに くい.同

様 の感覚上 の特徴 は,潜 在 的に,さ まざまな人 に見 られ

るはず であ る.

こ の｢障 が い者 の中 には,触 覚 や視覚刺激 の記憶能 力

に優 れた人 が いる｣と い う文脈 に従 うな ら,ユ ニバ ーサ

ル･ミ ュー ジアム とは｢(障 が い者 に は限 らないが)お

の おの能 力が異 な る人 びとの特性 を生か して,学 びの場

を創 り出す｣生 涯学習 施設 とい うことにな る.こ れ は,

高 齢者 や子 ど も,性 別,障 がいの有無 やその人 の生 きて

きた文化 の違 いな どに よ らず,多 様 な人 び との能力 を生

か そ うとす るユニバーサ ル社会 の理念(兵 庫 県,2005)

に通 じる.ユ ニバーサル社会の雛形をユニバーサル･ミ ュー

ジアムであ ると見 るな ら,ユ ニバ ーサル･ミ ュー ジア ム

を創造 す るた めの問題 の把握 と解決 には,障 が い者 を は

じめ とす るさまざまな立場 の人 の参加 を求 めな けれ ばな

らない.

こ の視点 にた って コ ミュニケ ーシ ョン障がい者 に とっ

て のユニバ ーサル･ミa‐ ジア ムの あ り方 を見直す と,

｢言 葉 の問題｣こ そが 中心 的 な課 題 とな る.博 物 館が展

示物 を保存 し,展 示 して,多 くの人 の学習 に役立て ると

いう使 命を果 たそ うとす る時,展 示解説 な ど言葉 の問題

は二次 的な もので あ るよ うに錯覚 す る.し か し,従 来 の

展示解説 や博物館 で作 るテキス トで は十分 な博物館機能

が果 たせな いのだか ら,博 物館 は言葉 の問題 に対応 し,

か っ コ ミュニケー ション障が い者 の感覚 を生か した形 で,

ユ ニバ ーサ ル･ミ ュー ジアムを創造 しなければな らない.

そ れ とともに博物館人 は,｢(障 が い者 には限 らな いが)

お のおの能 力が異 な る人 び との特 性 を生 か して,学 びの



場 を創 り出す｣生 涯学 習施設 に働 く者 として,コ ミュニ

ケー シ ョン障が い者 を は じめ とす る障 がい者 を,福 祉政

策の延長線上 に位置づ けるので はな く,共 に問題 を考 え,

解 決 して い く協働 す る仲間 と認識 す るべ きであ る.こ の

ことは,直 接,ユ ニバ ーサル社会 の創造 に結 びっ くはず

で ある.
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[http://www.meti.go.jp/kohosys/topics/00000085/

kaisetu.pdf]

米 田耕 司(2007)ユ ニ バ ーサ ルな社 会 にお ける美術館･

博 物 館 のあ り方.国 立 民族 学 博物 館･広 瀬浩 二郎

(編)UDラ イ ブラ リー だれ もが 楽 しめるユニバー

サル･ミ ュー ジアム"っ くる"と"ひ ら く11の現 場 か ら.

読 書 工房,東 京,pp.77-88.

付 記

ユ ニ バ ー サ ル･デ ザ イ ン の 理 念 .(ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ

ン･コ ン ソ ー シ ア ム の ホ ー ム ペ ー ジ)(2012年2月22

日 閲 覧)[http://www.universaldesign.co.jp/abou七us/

idea/]

MicrosoftWindowsWord(Word2007,Word2003,

WordXP)の 文 書 か らDAISYを 作 成 す る 組 み 込 み

ソ フ ト,SaveasDAISYTranslator2.1.1.0日 本 言吾

版 は,(財)日 本 障 害 者 リハ ビ リ テ ー シ ョ ン 協 会DAI

SY研 究 セ ン タ ー の ウ ェ ブ サ イ トか ら無 償 で ダ ウ ン

ロ ー ドで き る.(2012年6月2日 閲 覧)[http://www,

dinf.ne.jp/doc/daisy/software/save _as_daisy.html]

DAISYTranslatorを 使 用 し て 音 声 の 入 っ たDAISYを

作 成 す る に は 音 声 合 成 エ ン ジ ンが 必 要 で あ る.障 が

い 者 や 介 助 者 な ど 音 声 合 成 エ ン ジ ン が 必 要 な 場 合 は

無 償 でCD-ROMを 配 って い る.ド キ ュ メ ン ト トー カ

日 本 語 音 声 合 成 エ ン ジ ン(ク リ エ ー ト シ ス テ ム 開 発

株 式 会 社 製)CD-ROMの 申 し込 み 先 は マ イ ク ロ ソ

フ トの ウ ェ ブ サ イ ト を 見 よ.(2012年6月2日 閲 覧)

[http://www.microsoft.com/japan/enable/伍arrator/]

DAISYの 再 生 ソ フ ト は,ATDOの ウ ェ ブ サ イ ト か ら

AMIS3.1日 本 語 版 が 無 償 で ダ ウ ン ロ ー ド で き る

(2012年6月2日 閲 覧)[http://www.normanet.ne.

jp/-atdo/aboutdaisy.html#saisei]

(2012年7月18日 受 付)

(2012年9月14日 受 理)


